
事業番号：②
事業名：教育

 
 
日時：2019
場所：ブル

 
内容：パー

  
派遣スタッ

井本善友 
 
 
参加選手 
仁木拓人、清

村恭香、緒方

 
 
 
活動目的 
現代のスピー

（多方向）へ

インし、自身

使ってボール

を保つ、も

ンで時間を奪

ークを幾つ

 
所感 
導入部分で実

がどの様に対

る。プレゼ

動学習を促す

②－４－⑤ 
育セミナーテ

9 年 12 月 16
ボンビーンズ

フェクトフッ

フ  

清水悠太、岡

方葉台子、細

ードテニスに

へ自由自在に

身の体重移動

ルペースを保

しくはカウン

奪う。コンマ

かピックアッ

実際のトップ

対応している

ン方式ではな

すことに繋が

テスト事業 

6 日、1 月 9
ズドーム 会

ットワーク 

岡村一成、中

細木咲良、加

において、洗

に、最短時間

動を使ってボ

保つ（モーグ

ンターショッ

マ数秒の中で

ップし、それ

プの試合で起

るのかを聞き

なく、選手と

がり、その後

日 13:00~
会議室 

中村錬、吉野

加藤智子、森

洗練されたフ

間で正確に打

ボールにペー

グルステップ

ットを放つ。

で様々な状況

れらの状況・

起こっている

き出して、そ

との対話方式

後の成長速度

事業報告書

~14:00 

野郁哉、小西

森岡きらら 

フットワーク

打点に入るフ

ースを出す。

プ）。相手の深

不意に浅く

況が起こるこ

・技術説明と

る状況を選手

その後パーツ

式により選手

度を大幅に増

書 

西翔大、山中

クは必要不可

フットワーク

左右に動か

深いボールに

くなったボー

ことに適切に

とその効果を

手に見てもら

ツ毎の解説に

手自身に『気

増幅すること

中太陽、日比

可欠である。

ク。相手の時

かされてもヒ

に対してバッ

ール（ネット

に対応する為

を動画を使っ

らい、選手達

に移るべきで

気付き』を促

とが出来るか

2019 年

報告者

比野菜緒、加

マルチダイ

時間を奪うべ

ップローテ

ックアップし

インなど）

為に、代表的

って説明する

達からそのト

であったと反

促すことが、

からである。

年 1 月 15 日

者：井本善友

加藤未唯、岡

レクション

べくステップ

ーションを

してペース

にカットイ

的なフットワ

。 

ップ選手達

反省してい

その後の自

 

日 

 
友 


